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　新年明けましておめでとうございます。ご家族お揃いで輝かしい新春をお迎えのこととお喜
び申し上げます。
　日ごろから村政に対するあたたかいご理解と絶大なるご協力を賜り、心よりお礼を申し上げ
ます
　昨年は、「激震」熊本地震が発生し当村には直接的な被害は少なかったものの、皆様のご親
戚や知人の方々の中には被災に遭われた方もおられたのではないでしょうか。幾度となく発生
した余震の恐怖に不安な日々を過ごした年でもありました。今年こそは無災害の年であってほ
しいと願うばかりです。
　さて、国政では「一億総活躍社会」の実現に向け、その政策が動き始めておりますが、近
年、社会問題として「人口減少社会」が大きくクローズアップされています。当村においても
この問題に対し、将来にわたり活力ある地域社会を維持していくため、「山江村まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定し基本計画に沿って各事業を着実に進めているところです。
　産業振興の面では、山江栗のブランド化や地産地消による学校給食用食材の栽培促進、情報
化の面では、ＩＣＴを活用した教育の充実や地域づくりの推進、移住定住の面では、空き家改
修や村営住宅建設、防災の面では、防災行政無線のデジタル化や各地区の防災マップ作成な
ど、わが村の実情を踏まえた具体的な施策が進められています。議会としても各々の取り組み
や施策に対する議論を重ねつつ、定期的にその評価を行っていく必要があると感じておりま
す。
　議会は、議決機関として行政からの議案や皆様からの要望等に対しまして真剣に審議を行っ
ておりますが、今年も村の活性化及び発展のため、私たち議員は、なお一層信頼ある議会活動
に努力をしてまいります。
　どうか、安心安全で豊かな暮らしやすいむらづくりの推進のためにも、村民の皆様のより一
層のご支援を賜りますようお願いいたしますとともに、「飛躍！未来へ羽ばたく」酉年に相応
しい年に成ること祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

平成29年正月　山江村議会議長　秋丸　安弘

（写真：山田大王神社にて）

飛躍！未来へ羽ばたく酉年に！
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（国民健康保険、簡易水道、農業集落排水、介護保険）事業は補正第３号、　（後期高齢者医療、ケーブルテレビ）事業は補正第２号

　平成28年第７回12月議会定例会は、７日から９日までの３日間の会期で開かれました。今回の
定例会に提案されたものは、山江村選挙管理委員及び補充員の選挙１件、山江村農業委員会の委員
等の定数に関する条例制定１件、平成28年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算の７件、条例
の一部改正２件、他３件を審議した結果、初日の７日に山江村選挙管理委員及び補充員の選挙を行
い、選挙管理委員４人、選挙管理委員補充員４人を推選決定、最終日の９日に陳情1件を継続審査
へ、そのほかは原案どおり可決しました。
 また、８日には執行部に対し、６人の議員が当面する行政課題等について一般質問を行いました。

■歳　入 【単位：千円】
平成28度　一般会計補正予算（第4号）

平成28年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

   27,445

402,099

197,829

9,604

163,079

14,622

686,700

3,654,977

△2,756

23,759

1,898

2,764

4,550

7,089

△7,200

30,104

保育料の減額

タイヤショベル売払収入の増額

災害見舞金、公有林整備委託金返還金の増額ほか

道路新設改良事業、公営住宅建設事業の減額

子どものための教育・保育給付費、
社会資本整備総合交付金の増額ほか

子どものための教育・保育給付費の増額ほか

土地開発基金の増額

　 24,689

425,858

199,727

12,368

167,629

21,711

679,500

3,685,081

分 担 金 及 び 負 担 金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計

説　　　　明区　　　分 補正前額 補正額 合　計

590,386

177,414

149,243

483,242

33,140

45,256

20,000

60

0

0

23

1,000

610,386

177,474

149,243

483,242

33,163

46,256

国 民 健 康 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業

補正の内容会　計　名 補正前額 補正額 合　計

第７回議会定例会、選挙管理委員及び補充員を推薦決定

◆
総
務
費

　

企
画
振
興
費
（
ケ
ー
ブ
ル
会
計
繰
出
金
他
）

　

公
共
交
通
政
策
費
（
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
負
担
他
）

◆
民
生
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
（
扶
助
費
他
）　　
　

   

　

高
齢
者
支
援
事
業
費
（
在
宅
介
護
応
援
手
当
他
）

◆
衛
生
費

　

保
健
衛
生
総
務
費
（
国
保
会
計
繰
出
金
）

　

環
境
整
備
費
（
向
鶴
地
区
浄
化
槽
補
助
他
）　

　

後
期
高
齢
者
医
療
費
（
療
養
給
付
費
他
）　

◆
農
林
水
産
業
費

　

農
業
振
興
費
（
Ｊ
Ａ
栗
選
果
場
負
担
他
）

　

公
有
林
整
備
事
業
補
助
金
返
還
金　
　

　

公
有
財
産
購
入
費
（
山
林
）　　

◆
商
工
費

　

温
泉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
（
修
繕
料
）

◆
土
木
費

　

設
計
委
託
料
（
吐
合
宇
那
川
線
）　

　

村
道
新
設
改
良
工
事
費
（
山
江
錦
線
他
）

◆
教
育
費

　

学
校
管
理
費
（
山
田
小
修
繕
料
他
）　

　

歴
史
資
料
館
費
（
修
繕
料
他
）

◆
予
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
額
分
の
一
部
）　

な
ど

２
，
２
８
１
千
円

３
２
５
千
円

４
，
２
０
３
千
円

１
，
１
２
０
千
円

２
０
，
０
０
０
千
円

８
４
７
千
円

４
，
９
５
１
千
円

４
，
９
５
１
千
円

２
，
７
１
６
千
円

２
５
，
０
０
０
千
円

５
０
０
千
円

２
，
５
０
０
千
円

３
６
，
０
０
０
千
円

１
，
７
８
９
千
円

１
，
２
５
０
千
円

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

歳
出
合
計（
３
０
，
１
０
４
千
円
）

療養給付費、高額療養費補助の増他

共済組合負担金の増他

確定による消費税の増、予備費の減
介護予防システム改修委託料の増、
予備費の減他
後期高齢者医療広域連合負担金の増
情報基盤通信機器際更改業務委託費、
引込工事費の増他
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　山江村選挙管理委員及び
　補充員の選挙
　〈選挙管理委員〉４人
　■住所：山江村大字万江丙71
　■氏名：谷川　安照　さん
　■住所：山江村大字山田丁2290
　■氏名：城子　サダ子　さん
　■住所：山江村大字山田甲1591
　■氏名：豊永　睦夫　さん
　■住所：山江村大字山田乙710
　■氏名：前村　和夫　さん

　〈選挙管理委員補充員〉４人
　■住所：山江村大字万江甲979
　■氏名：中村　直人　さん
　■住所：山江村大字山田戊172
　■氏名：山北　やちよ　さん
　■住所：山江村大字山田甲1918
　■氏名：谷川　正一郎　さん
　■住所：山江村大字山田乙2521-２
　■氏名：前田　勝則　さん

　（任期：平成28年12月23日
　　　　　　　　　　～平成32年12月22日)

　公共工事請負変更契約の締結
　工　事　名：平成２８年度山江村防災行政無線
　　　　　　　デジタル化工事
　当初契約額：２億７０百５４０，０００円
　変更後　〃：２億７４百８７７，０７９円
　契約相手方：熊本市中央区本荘6丁目17-21
　　　　　　　株式会社　九電工　熊本支店

　山江村農業委員会の委員及び山江村農地
利用適正化推進委員の定数に関する条例の
制定
　山江村農業委員会選挙による委員定数条例を廃止。
現農業委員１３人を次回改選から公募により
●農業委員の定数を８人とする
●推進委員の定数を７人とする

　国会等へ提出する意見書（議員発議）
◎地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める　
　意見書

　条例の一部改正
・山江村税条例の一部改正する条例の制定
・山江村国民保険税条例の一部を改正する条例の　
　制定
・山江村手数料徴収条例の一部を改正する条例の　
　制定

　陳情要望
・「地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求　
　　める陳情」：熊本県社会保障推進協議会
　「採決」：委員会の閉会中の継続審査へ

※町村では議員への立候補者が減少し、無投
票当選が増加するなど、住民の関心の低下や
地方議会議員のなり手不足が問題視されてい
るため、年金制度を時代に相応しいものとし、
人材確保につなげようとする要望。

こんなことが決まりました

選挙管理委員等の選挙・条例改正など

　選挙管理委員会は、法律又はこれに基
づく政令の定めるところにより、当該普
通地方公共団体又は国、他の地方公共団
体その他公共団体の選挙に関する事務及
びこれに関係ある事務を管理することと
されています。（自治法186条）

職務内容……

  （農地利用適正化推進委員の新設）
　現場活動を積極的に行うため、主に合議体
としての意見決定を行う農業委員会とは別に
原則として推進委員を設置。
　農業委員と推進委員は密接な連携が必要。
　推進委員自らの担当区域において、担い手
への農地利用の集積、集約化、遊休農地の発
生防止解消等の地域における現場活動を行う。

主な改正点……
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村政を問う！ 6人が登壇！！
（一般質問）

○河川の浚渫事業について
○尾寄崎キャンプ場の老朽化対策について
○補助金返還について
○相良三十三観音第十二番札所（合戦峰観音）の駐車場整
備について

○施策方針について

○村道の維持管理について
○購入土地（堂園）の利活用について
○村内畜産業の推進（活性化対策）について

○村営住宅の払い下げについて
○公有財産の土地購入について
○交通指導員の待遇について

○選挙権年齢１８歳以上の公職選挙法が改正され初めての
選挙について
○２０２５年問題への課題と対策について

○地域づくり研究所について
○村営住宅の状況について

１

２

３

４

５

６

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

立 道 　 徹

谷 口 予 志 之

松 本 佳 久

秋 丸 光 明

横 谷 　 巡

西 　 孝 恒

5ページ

6ページ

6~7ページ

7ページ

8ページ

9ページ

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

立道　  徹 議員

一般質問

　
　
　
返
還
の
内
容
は
？

　
　
　
造
林
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
返

還
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
平

成
23
年
・
26
年
度
・
27
年
度
の
造
林
事
業

の
下
刈
り
、
間
伐
人
口
造
林
及
び
付
帯
施

設
設
備
の
6
事
業
で
設
計
数
量
よ
り
、
出

来
高
不
足
で
今
年
の
県
の
確
認
検
査
に
よ

り
、
発
覚
し
、
過
去
の
事
業
に
も
調
査
が

入
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
、
返
還

金
額
は
、
国
と
県
へ
合
計
2
7
1
万

5
9
2
0
円
で
あ
る
。

　
　
　
施
工
業
者
か
ら
の
不
足
し
て
い
る

と
の
報
告
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
発
注
者
の
担
当
と
施
工
業
者
の
担

当
と
の
口
頭
で
の
報
告
は
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
書
類
で
は
残
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
工
事
発
注
〜
施
工
〜
竣
工
検
査
〜

県
の
確
認
検
査
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
流

れ
な
の
か
。

　
　
　
施
工
伺
い
を
行
い
、
見
積
入
札
、

業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
工
事
着
手
、

事
業
量
等
の
変
更
が
生
じ
た
時
は
、
変
更

設
計
を
行
い
、
完
了
届
が
提
出
さ
れ
、
発

注
者
の
完
了
検
査
を
行
い
、
県
へ
の
補
助

金
申
請
を
行
い
、
確
認
検
査
が
実
施
さ
れ

る
。

　
　
　
竣
工
検
査
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
検
査
員
は
、
通
常
、
課
長
が
す
る

が
今
回
は
、
課
長
が
確
認
し
た
箇
所
も
あ

る
が
担
当
者
が
確
認
し
た
箇
所
も
あ
っ

た
。
今
回
の
事
態
は
、
検
査
員
と
担
当
者

の
情
報
の
共
有
が
不
十
分
で
あ
り
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
事
務
的
な
ミ
ス
が
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
。

　
　
　
今
後
の
対
策
・
検
討
及
び
責
任
に

つ
い
て
。

　
　
　
県
と
設
計
書
等
の
事
前
協
議
を

し
、
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
協
議
事
項
は

書
面
に
残
し
、
施
工
地
の
測
量
を
行
い
、

検
査
は
、
職
員
2
名
以
上
で
行
う
。
た

だ
、
こ
の
補
助
金
返
還
は
、
山
江
村
が
返

還
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
受
注
者

（
森
林
組
合
）
に
返
還
し
て
頂
く
。
必
要

以
上
（
出
来
形
不
足
）
に
お
金
を
貰
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
長
年
に
わ
た
り
、

こ
の
よ
う
に
ル
ー
ズ
が
あ
っ
た
と
考
え
、

今
後
し
っ
か
り
と
し
た
体
制
を
指
導
し
て

い
く
。

　
　
　
担
当
職
員
に
は
処
罰
等
は
な
い
の

か
。

　
　
　
全
国
の
事
例
に
基
づ
き
な
が
ら
、

考
え
て
い
く
。
懲
罰
委
員
会
も
あ
る
の
で

適
正
な
処
置
を
す
る
。

　
　
　
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
監
督
及
び
書
面
に
お
い
て
の
協
議
簿

等
の
指
導
を
お
願
い
す
る
。

補
助
金
返
還
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

提
言
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松本　佳久 議員

谷口　予志之 議員

畜産共進会へ出陳される子牛

　
　
　

ま
る
お
か
号
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
を

も
っ
と
利
用
し
や
す
く
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　

ま
る
お
か
号
の
運
行
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
大
幅
に
見
直

す
。
山
江
村
内
は
「
区
域
運
行
方
式
」
と

な
り
、
道
路
沿
い
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
乗

降
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
便
数
も
山
田

線
、
万
江
線
、
村
内
線
と
も
に
増
便
し
利

用
し
や
す
く
す
る
。
人
吉
市
内
の
運
行
は

停
留
所
で
の
乗
降
で
す
が
、
停
留
所
の
数

を
増
や
す
。 

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
細

か
い
規
定
が
あ
る
が
、
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
条
例
や
要
綱
の
整
備
を
検
討
す
る
。

利
用
の
相
談
は
担
当
窓
口
ま
で
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の

公
共
交
通
利
用
助
成
金
制
度
等
は
今
後
の

　
　
　

村
道
並
び
に
付
随
す
る
施
設
等
の

点
検
は
い
か
に
。

　
　
　

計
画
的
、
年
次
的
に
点
検
・
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
老
朽
化
対
策
と
し
て
主

要
道
路
の
路
面
性
状
調
査
し
、
点
検
・
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

村
道
の
経
年
劣
化
で
亀
裂
、
路
肩

の
洗
掘
・
損
傷
等
が
見
ら
れ
る
。
箇
所
等

の
把
握
・
修
復
等
の
計
画
は
い
か
に
。

　
　
　

経
年
劣
化
等
で
段
差
・
路
肩
損
傷

な
ど
支
障
を
き
た
し
て
い
る
道
路
は
工
法

等
を
検
討
し
て
、
優
先
順
位
を
つ
け
作
業

を
行
い
、
事
業
費
が
嵩
む
も
の
に
つ
い
て

は
予
算
化
を
し
て
計
画
的
に
進
め
る
。

　
　
　

村
道
に
お
い
て
、
車
輛
事
故
や
人

身
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
策
は
い
か

に
。

　
　
　

道
路
施
設
等
の
事
故
等
が
発
生
し

た
場
合
、
総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度
に
加

入
し
て
お
り
、
そ
の
保
障
の
中
か
ら
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　

村
道
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
、
利
便
性
の
高
い
生
活
道

で
あ
る
。
計
画
的
に
修
復
し
、
安
心
・
安

全
な
生
活
道
路
と
し
て
維
持
管
理
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

堂
園
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
か
。

　
　
　

土
地
利
用
は
、
１
分
団
詰
所
用

地
、
宅
地
分
譲
地
、
青
年
婦
人
会
館
駐
車

場
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

土
地
造
成
の
地
盤
高
は
。
又
、
安

全
性
を
考
慮
し
た
公
衆
ト
イ
レ
を
作
る
考

え
は
い
か
に
。

　
　
　

地
盤
高
は
、
県
道
よ
り
高
め
に
計

画
し
て
い
る
。
公
衆
ト
イ
レ
は
外
か
ら
で

も
利
用
が
で
き
る
よ
う
な
作
り
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　

１
分
団
詰
所
の
建
て
替
え
・
分
譲

住
宅
・
駐
車
場
の
計
画
も
あ
る
。
地
域
の

住
民
の
方
々
に
対
し
て
も
計
画
を
周
知
さ

れ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　
　
　

山
江
村
の
畜
産
業
の
現
状
は
ど
う

か
。

　
　
　

畜
産
農
家
は
42
戸
で
、
飼
養
頭
数

は
、
親
牛
で
約
１
７
０
頭
。
収
入
で
は
、

水
稲
に
続
き
２
番
目
と
な
っ
て
い
る
が
、

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
な
ど
で
依
然
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　
　
　

導
入
牛
の
価
格
も
高
騰
し
て
い

る
。
優
良
繁
殖
牛
導
入
保
留
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
の
保
留
増
頭
に
対
す
る
補
助
金

の
増
額
の
計
画
は
な
い
か
。

　
　
　

増
頭
に
対
す
る
助
成
額
の
増
額
も

検
討
し
て
い
き
、
購
入
価
格
に
対
す
る
支

援
策
等
に
つ
い
て
も
、
振
興
会
を
中
心
に

協
議
し
て
い
く
。

　
　
　

今
後
に
お
け
る
畜
産
業
の
推
進

策
・
活
性
化
策
等
は
い
か
に
。

　
　
　

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
把
握
し
つ

つ
、
行
政
、
畜
産
農
家
が
一
体
と
な
っ

て
、
畜
産
農
家
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
策

を
、
現
場
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
協
議
し

て
い
く
。

　
　
　

畜
産
業
の
活
性
化
は
、
行
政
と
一

体
と
な
り
、
専
門
の
指
導
員
等
を
交
え
、

現
場
の
意
見
を
大
事
に
し
、
協
議
し
て
い

く
事
が
大
事
だ
。
畜
産
業
の
み
な
ら
ず
農

業
・
林
業
な
ど
山
江
村
の
主
要
産
業
が
、

今
以
上
に
活
性
化
で
き
る
対
応
・
対
策
を

お
願
い
す
る
。

一般質問

堂
園
土
地
の
利
活
用
は

畜
産
業
の
活
性
化
対
策
は

健
康
で
便
利
に
暮
ら
せ
る
山
江
村
を
！

村
道
の
維
持
管
理
の
状
況

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

提
言

提
言

提
言
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秋丸　光明 議員 車道が狭い上原田町までの道路

交通指導員による児童への交通安全教室

一般質問
検
討
課
題
と
す
る
。

　
　
　

社
会
福
祉
振
興
基
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

同
基
金
条
例
の
第
6
条
に
「
基
金

を
取
り
崩
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
規
定

も
あ
る
が
、
こ
の
基
金
は
福
祉
関
係
の
多

様
な
事
業
に
活
用
で
き
る
の
で
、
時
代
に

即
し
た
条
例
改
正
も
検
討
し
、
医
療
・
介

護
・
包
括
事
業
・
予
防
医
療
等
、
医
療
・

福
祉
関
係
に
幅
広
く
使
え
る
よ
う
に
す

る
。

　
　
　

県
道
坂
本
人
吉
線
か
ら
下
の
段
地

区
を
通
り
、
人
吉
市
上
原
田
町
へ
と
通
じ

る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。 

　
　
　

人
吉
市
上
原
田
台
地
の
畑
は
国
営

川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し

て
、
県
営
畑
総
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
昭

和
52
年
に
着
工
、
61
年
に
完
成
し
て
い

る
。
全
体
の
面
積
は
9
7
h
a
、
受
益
者

は
3
0
3
戸
。
こ
の
う
ち
山
江
村
関
係
は

受
益
者
35
戸
、
面
積
7
・
3
h
a
で
す
。

質
問
の
道
路
は
山
江
村
の
方
が
主
に
利
用

さ
れ
て
い
る
便
利
な
道
路
で 

、
こ
れ
ま
で

も
崩
土
の
除
去
等
の
管
理
を
し
て
き
た
。

し
か
し
村
道
の
終
点
か
ら
先
は
人
吉
市

道
・
堀
万
江
線
で
あ
り
、
直
接
の
管
理
責

任
者
は
人
吉
市
で
す
。
今
後
と
も
人
吉
市

と
協
議
を
行
い
道
路
整
備
に
努
め
る
。

　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
神
野
直
彦

先
生
は
「
日
本
の
町
村
の
使
命
は
、
緑
豊

か
な
自
然
環
境
と
豊
か
な
人
的
環
境
が
あ

る
良
さ
を
発
展
さ
せ
て
、
混
迷
し
て
い
る

社
会
の
未
来
へ
の
希
望
の
灯
火
と
な
る
こ

と
だ
。
人
間
と
人
間
の
温
か
い
結
び
つ
き

の
中
か
ら
未
来
へ
の
希
望
の
灯
火
が
見
え

て
く
る
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
村
民
と
の

対
話
と
合
意
に
よ
っ
て
、
と
も
に
力
を
合

わ
せ
て
素
晴
ら
し
い
山
江
村
を
築
き
上
げ

ま
し
ょ
う
。

　
　
　

払
下
げ
ま
で
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が

必
要
か
。

　
　
　

北
永
シ
切
団
地
は
、
今
年
度
分
棟
工

事
が
完
了
す
る
。
平
成
29
年
か
ら
譲
渡
に
は

国
の
許
可
が
必
要
、
管
理
下
に
あ
る
熊
本
県

と
協
議
を
進
め
る
。
そ
の
工
程
で
地
元
説
明

会
を
開
催
す
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
住
民
に
説
明

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

払
下
げ
の
金
額
は
、
土
地
・
建
物
の

評
価
が
基
本
と
な
る
。
再
調
査
を
行
い
金
額

を
提
示
し
た
い
。
土
地
鑑
定
評
価
後
、
平
成

29
年
度
以
降
に
な
る
。

　
　
　

定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
、
払

下
げ
を
希
望
さ
れ
る
全
世
帯
が
無
理
な
く
支

払
い
が
出
来
る
よ
う
村
当
局
か
ら
金
融
機
関

に
話
を
通
し
て
も
ら
え
な
い
か
？

　
　
　

希
望
さ
れ
る
方
が
そ
の
支
払
い
に
つ

い
て
は
、
貯
蓄
等
で
の
支
払
い
、
も
し
く
は

金
融
機
関
等
か
ら
の
融
資
に
な
る
か
と
思

う
。
村
と
し
て
も
、
そ
の
金
融
機
関
等
の
紹

介
、
支
払
い
等
の
相
談
ご
と
は
受
け
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
詳
し
い
具
体
案
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

交
通
指
導
員
は
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

の
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
名
誉
と

責
任
感
を
持
っ
て
交
通
指
導
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
。
近
隣
町
村
と
比
べ
て
出
動
回
数
が
多

い
よ
う
だ
が
、
待
遇
面
は
ど
う
か
？

　
　
　

山
江
村
交
通
指
導
員
は
、
条
例
で
は

定
数
が
20
名
で
任
期
が
２
年
。
村
民
の
交
通

安
全
、
事
故
防
止
の
交
通
教
育
、
交
通
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
年
報
酬
と
費
用
弁
償
を
合

わ
せ
て
、
合
計
８
万
２
０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

　
　
　

交
通
指
導
員
を
す
る
場
合
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
は
絶
対
見
ら
れ
な
い
。
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
休
ん
で
活
動
を
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
な
り
の
待
遇
、
報
酬
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

人
吉
署
管
内
の
町
村
の
中
で
は
い
い

ほ
う
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
待
遇
面

等
、
多
良
木
署
管
内
も
含
め
再
度
調
査
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
営
住
宅
の
払
下
げ
の
手
続
き
は

交
通
指
導
員
の
待
遇
面
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

提
言
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横谷　  巡 議員

一般質問
　
　
　

全
国
で
約
２
４
０
万
人
が
新
た
な

有
権
者
と
な
っ
た
が
、
本
村
の
新
た
に
加

わ
っ
た
有
権
者
は
何
人
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
19
歳
の
投
票
率
は
１
２
・
１
２
％
と

県
下
で
最
下
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

新
有
権
者
へ
の
啓
発
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
の

分
析
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

男
29
名
、
女
40
名
の
計
69
名
で
あ

る
。
19
歳
は
大
学
生
な
ど
が
多
く
、
政
治

へ
の
関
心
の
低
さ
や
住
所
登
録
地
も
影
響

し
て
い
る
と
思
う
。
今
回
は
村
と
し
て
特

段
の
啓
発
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
は
広
報
紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
に
よ
っ
て
啓
発
し
、
投
票
率
向
上
に
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　

高
校
現
場
で
の
有
権
者
教
育
と
小

中
学
校
で
の
選
挙
投
票
に
対
す
る
意
識
啓

発
の
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　

高
校
で
は
教
員
の
政
治
的
中
立
性

や
生
徒
の
政
治
的
活
動
を
行
う
こ
と
を
留

意
し
な
が
ら
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
の
学
習
教
材
、
選
挙
講
話
、
模
擬
選

挙
、
模
擬
議
会
な
ど
を
実
施
を
し
て
い

る
。
小
学
校
で
は
社
会
科
の
政
治
の
仕
組

み
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
、
中
学
校
で
は

公
民
の
教
科
で
、
国
会
の
仕
組
み
と
地

位
、
選
挙
の
仕
組
み
、
地
方
自
治
の
学

習
、
実
体
験
と
し
て
生
徒
会
選
挙
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　

今
か
ら
九
年
後
の
２
０
２
５
年
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
高
齢

者
人
口
は
全
国
で
３
５
０
０
万
人
、
３
人

に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
。
医
療
・
介
護

の
問
題
、
認
知
症
の
増
加
、
社
会
保
障
費

の
膨
張
な
ど
、
こ
れ
ま
で
問
わ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
多
様
な
問
題
が
一
気
に
表
面

化
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
　

超
高
齢
社
会
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
が
医
療
・
介
護

費
等
の
社
会
保
障
費
が
窮
状
す
る
こ
と
で

あ
り
、
５
人
に
１
人
が
認
知
症
又
は
予
備

軍
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
当
た
り

の
社
会
保
障
費
の
負
担
増
加
、
社
会
構
造

の
変
化
や
社
会
経
済
へ
の
影
響
、
過
疎
化

が
ど
ん
ど
ん
と
進
み
、
限
界
集
落
、
引
い

て
は
市
町
村
の
消
滅
等
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
社
会
保
障
費
を
抑

え
、
健
康
寿
命
を
引
き
延
ば
す
様
々
な
施

策
を
展
開
し
な
が
ら
、
地
域
包
括
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　

そ
の
時
点
に
お
け
る
村
の
人
口
推

定
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
の
人
口
動
態
は
ど
の
よ
う
に

推
計
し
て
い
る
か
。

　
　
　

総
人
口
は
３
１
５
６
人
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
１
１
７
５
人
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
は
６
５
２
人
、
高
齢
化
率
は
３

７
・
２
％
で
２
・
７
人
に
一
人
が
高
齢
者

に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　
　
　

現
状
の
65
歳
未
満
の
医
療
費
は
一

人
当
た
り
１
７
万
９
千
６
百
円
、
70
歳
以

上
で
は
一
人
当
た
り
８
１
万
６
千
８
百
円

と
４
・
５
倍
に
な
っ
て
い
る
。
国
民
健
康

保
険
の
歳
出
で
、
２
０
２
５
年
時
点
に
お

け
る
前
期
高
齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
医
療

費
の
見
込
み
は
ど
の
よ
う
に
推
計
し
て
い

る
か
。

　
　
　

前
期
高
齢
者
は
、
過
去
の
医
療
費

の
平
均
を
掛
け
る
と
約
３
億
２
千
２
百
万

円
で
約
１
億
円
の
増
加
、
後
期
高
齢
者

は
、
過
去
の
医
療
費
の
平
均
を
掛
け
る
と

６
億
５
千
５
百
万
円
で
約
千
８
百
万
円
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

最
も
懸
念
さ
れ
る
村
財
政
に
及
ぼ

す
影
響
と
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
」
を
め
ざ
す
新
た
な
医
療
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
基

金
の
取
り
崩
し
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
医
療
費
の
削
減
、
介
護
予
防

の
推
進
な
ど
新
た
な
視
点
で
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
健
康
長
寿
の

推
進
や
在
宅
医
療
、
介
護
の
充
実
を
軸
と

し
た
新
た
な
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　

避
け
て
は
通
れ
な
い
「
２
０
２
５

年
問
題
」
対
策
検
討
委
員
会
の
設
置
を
提

言
す
る
が
、
先
導
し
て
立
ち
上
げ
、
対
策

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

地
域
医
療
検
討
会
で
高
騰
す
る
医

療
の
問
題
対
策
、
健
康
寿
命
を
如
何
に
延

ば
し
て
い
く
か
、
医
療
、
介
護
、
予
防
医

療
な
ど
を
含
め
て
し
っ
か
り
と
対
策
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

選
挙
権
年
齢
18
歳
以
上
の

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
初
め
て
の

選
挙
の
状
況

２
０
２
５
年
問
題
へ
の

課
題
と
対
策
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
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村営住宅：北永シ切団地

一般質問
　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
は
開
所
か
ら

約
1
年
、
改
め
て
そ
の
業
務
内
容
や
特
徴

ま
た
専
門
分
野
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　

村
民
の
方
々
に
地
域
づ
く
り
研
究

所
の
こ
と
を
、
認
識
頂
く
為
に
10
月
に
は

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
い
う
形
で
情
報
誌
を

作
成
し
、
村
内
各
地
へ
配
布
し
て
い
る
。

村
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
村
民
所
得
の

向
上
・
雇
用
の
確
保
、
福
祉
や
防
災
充
実

な
ど
、
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
京

大
学
と
の
共
同
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
村
民
の
方
々
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
学
び
、

そ
の
設
備
を
活
用
し
た
会
議
や
1
0
0
人

委
員
会
で
も
資
料
や
機
器
を
使
い
、
会
議

を
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
よ
る
成
果
や
今
後
の
期
待
及
び

展
望
は
。

　
　
　

発
足
か
ら
1
年
位
で
あ
る
が
、
先

ず
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
山

江
村
の
地
方
創
生
情
報
化
戦
略
を
策
定
し

て
い
る
。
農
業
や
環
境
、
防
災
、
福
祉
、

教
育
人
材
等
大
き
く
4
つ
の
分
野
で
年
次

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
栗
祭
り
の

来
場
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

学
校
給
食
、
農
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

地
産
地
消
等
の
展
開
を
目
指
し
て
行
く
。

　
　
　

予
算
執
行
状
況
の
主
な
も
の
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
予
算
の
1
1
6
8
万

5
千
円
は
、
村
の
単
独
と
し
て
一
応
予
算

計
上
し
て
い
る
が
、
平
成
27
年
度
の
年
度

末
に
国
の
補
正
予
算
が
出
て
い
る
。
地
方

創
生
の
加
速
化
交
付
金
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
の
地
域
づ
く
り
研
究
所
の
運
営
費
等

に
つ
い
て
は
、
そ
の
交
付
金
事
業
の
ほ
う

で
充
当
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

各
団
地
の
入
居
状
況
や
家
賃
の
納

付
状
況
ま
た
維
持
管
理
の
た
め
の
改
修
計

画
は
。

　
　
　

村
内
に
は
9
団
地
1
8
1
戸
の
村

営
住
宅
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
入
居
状
況

は
全
戸
計
5
9
5
名
の
方
が
入
居
さ
れ
て

い
る
。
納
付
状
況
は
少
数
の
軒
で
あ
る
が

少
々
遅
れ
て
納
入
さ
れ
て
い
る
。
維
持
管

理
の
状
況
は
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、

新
寺
の
下
団
地
が
ド
ア
の
取
り
換
え
、
下

水
道
へ
の
繋
ぎ
込
み
に
伴
う
ト
イ
レ
の
改

修
ま
た
北
永
シ
切
団
地
の
分
棟
工
事
な
ど

が
あ
る
。

　
　
　

新
た
な
住
宅
建
設
予
定
に
対
す
る

希
望
者
の
問
い
合
わ
せ
状
況
は
。

　
　
　

既
設
の
1
8
1
戸
に
対
す
る
問
い

合
わ
せ
で
、
空
き
が
な
い
か
毎
月
4
・
5

件
あ
り
、
10
世
帯
の
方
が
入
居
待
ち
さ
れ

て
い
る
。
新
た
な
住
宅
へ
も
既
設
と
合
わ

せ
て
あ
っ
て
い
る
。

　
　
　

団
地
へ
入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
中

に
は
、
若
い
う
ち
に
家
を
建
て
た
い
の
で

分
譲
地
を
希
望
さ
れ
る
方
も
居
ら
れ
る

が
、
現
段
階
で
の
宅
地
分
譲
の
考
え
は
。

　
　
　

現
在
第
1
分
団
詰
所
の
予
定
地
の

買
収
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
の
部
分
に
2

区
画
程
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
空
き
家
も
増
え
て
い
る
。
危
険
空
き
家

は
相
談
で
き
れ
ば
村
が
買
い
取
っ
て
更
地

に
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）
にぜひ参加いただき、ご意見等をお
聞かせ下さい。定例会の日程等の問
い合わせは、議会事務局までお願い
します。 TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。
お知らせ

次回の議会定例会は

　　　　 開催です。3月

地
域
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く
り
研
究
所
の
活
動
は

村
営
住
宅
の
状
況
は
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問
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新
春
を
迎
え
、
輝
か
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
熊
本
地
震
や
台
風
豪

雨
、阿
蘇
山
噴
火
等
、相
次
ぐ
自
然

災
害
の
脅
威
を
痛
感
す
る
一
年
で

し
た
。

　
今
年
は
、
復
興
元
年
と
云
わ
れ

ま
す
よ
う
に
本
格
的
な
復
旧
復
興

や
支
援
の
状
況
が
新
聞
等
へ
連
日

掲
載
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
支
え
合

い
の
大
切
さ
や
、
震
災
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
ず
、
新
た
な
災
害
へ
備

え
る
教
訓
で
も
あ
り
ま
す
し
身
近

な
と
こ
ろ
で
、「
人
吉
盆
地
南
縁
断

層
」
の
活
動
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。全
て
の
行
動
は
情
報
か
ら
始

ま
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
事
も

明
確
で
直
ち
に
分
か
る
情
報
の
交

換
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
本
誌
議
会
だ
よ
り
に
於
き
ま
し

て
も
、
村
民
の
皆
様
に
分
か
り
や

す
く
読
ま
れ
て
伝
わ
る
議
会
広
報

誌
を
委
員
一
同
目
指
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
た
め
に
は
、皆
様
の
ご
意

見
等
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
の
干
支
は
、「
丁
酉
」
慎
重

を
要
す
る
年
で
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
順
調
な
飛
躍
と
災
害
の
無
い

穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
　
西
　
孝
恒
）

　１２月２２日、役場入口前に恒例の門松づくりを行った。雨の降る寒い日であったが、各議員が
持ち寄った材料で今年も見事な門松が完成した。
　その後、第１区（本城）に開発が進むメガソーラ発電建設現場を急遽視察、下流域への土砂や雨
水の流出（災害等）の危険性が無いか、また今後の施工計画について建設業者から説明を聞いた。
　今後も、議会として工事状況に注目をしていく。

　本村では、教育の情報化の取り組みとして、平成２３年度よりＩＣＴ（インフォメーション・
コミュニケーション・テクノロジー）教育に全国でも先駆けて取り組みを始め、村内の小中学校
児童生徒に一人一台のタブレットＰＣを導入し、学校教育の充実と情報化に適応できる子どもの
育成の推進を行っている。このような取り組みに対し、全国の市町村議会からも視察研修の依頼
が相次ぎ、研修の受入れと対応を行っている。

だんだんなぁ

恒例の門松づくり（役場入口前）
建設業者から施工計画の説明を受ける（本城）

山江中学校授業視察：茨城県阿見町議会藤本教育長の説明：岐阜県神戸町議会

他県の町村議会から視察研修に！他県の町村議会から視察研修に！
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